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運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

ネクスト・ニッポン・オープン

 

第７期（決算日 2016年10月11日） 

第８期（決算日 2017年１月10日） 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「ネクスト・ニッポン・オープン」は、2017

年１月10日に第８期決算を迎えましたので、過去６ヵ

月間（第７期～第８期）の運用状況ならびに決算のご

報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2015年１月30日から2020年１月８日までです。

運 用 方 針 

ネクスト・ニッポン・マザーファンド（以下、

「マザーファンド」といいます）の受益証券

への投資を通じて、主として、わが国の金融

商品取引所上場（上場予定を含みます。）株

式のうち、為替の相対的な円安や米ドル高

の環境下において成長が期待できる企業の

株式に実質的に投資を行い、投資信託財産

の成長を目指して運用を行います。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 
マザーファンドの受益証券

を主要投資対象とします。

ネ ク ス ト ・ 

ニ ッ ポ ン ・ 

マザーファンド 

わが国の金融商品取引所上

場（上場予定を含みます。）

株式を主要投資対象とし

ます。 

投 資 制 限 

当ファンド 

マザーファンドの受益証券

への投資割合には制限を設

けません。外貨建資産への

投資は行いません。 

ネ ク ス ト ・ 

ニ ッ ポ ン ・ 

マザーファンド 

株式の投資割合には制限を

設けません。外貨建資産へ

の投資は行いません。 

分 配 方 針 

年４回、１月、４月、７月および10月の各月

の９日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）

に決算を行い、原則として、以下の方針に基

づき、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

繰越分を含めた経費控除後の配当等収益に

は、マザーファンドの配当等収益のうち、投

資信託財産に帰属すべき配当等収益を含む

ものとします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によって

は、収益分配を行わないことがあります。
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ネクスト・ニッポン・オープン 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

（参考指数）
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円

2015年１月30日 10,000 － － 1,413.58 － － － 4,292

１期(2015年４月９日) 10,529 500 10.3 1,594.19 12.8 96.1 － 5,388

２期(2015年７月９日) 10,127 100 △ 2.9 1,579.89 △ 0.9 89.1 － 6,127

３期(2015年10月９日) 9,414 0 △ 7.0 1,515.13 △ 4.1 86.7 － 3,529

４期(2016年１月12日) 9,126 0 △ 3.1 1,401.95 △ 7.5 89.8 － 3,207

５期(2016年４月11日) 9,068 0 △ 0.6 1,279.79 △ 8.7 92.6 － 2,628

６期(2016年７月11日) 8,999 0 △ 0.8 1,255.79 △ 1.9 94.0 － 2,313

７期(2016年10月11日) 9,007 0 0.1 1,356.35 8.0 94.6 － 2,135

８期(2017年１月10日) 10,019 0 11.2 1,542.31 13.7 94.7 － 2,039
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 設定日の基準価額は１万口当たりの当初設定元本額です。設定日の純資産総額は当初設定元本総額です。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は

設定日前営業日の終値です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

第７期 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％

2016年７月11日 8,999 － 1,255.79 － 94.0 －

７月末 9,200 2.2 1,322.74 5.3 93.7 －

８月末 8,749 △ 2.8 1,329.54 5.9 94.7 －

９月末 8,868 △ 1.5 1,322.78 5.3 93.3 －

(期  末)  

2016年10月11日 9,007 0.1 1,356.35 8.0 94.6 －

第８期 

(期  首)  

2016年10月11日 9,007 － 1,356.35 － 94.6 －

10月末 9,171 1.8 1,393.02 2.7 94.3 －

11月末 9,604 6.6 1,469.43 8.3 95.2 －

12月末 9,870 9.6 1,518.61 12.0 96.1 －

(期  末)  

2017年１月10日 10,019 11.2 1,542.31 13.7 94.7 －
 

（注）騰落率は期首比です。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2016年７月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「ネクスト・ニッポン・マザーファンド（以下、マザーファンドといいます。）」

における主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、機械、電気機器、輸送用機器などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、住友重機械工業、日立建機、ダイキン工業などが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、その他製品、食料品、サービス業などが基準価額にマイナスに寄与しました。 

・個別銘柄では、寿スピリッツ、トリドールホールディングス、任天堂などが基準価額にマイナスに寄与しました。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

  
国内株式市場は、参議院選挙で与党陣営が多数の議席を確保し、アベノミクス推進への期待が高まったことなど

から、上昇して始まりました。ただ2016年10月にかけては、円高米ドル安が進行したことが株価の上値を抑える要因

となり、もみ合う展開となりました。11月に入ってからは、米大統領選挙でトランプ候補の優勢が明らかになると、

米国の政治リスクに対する懸念が強まり、一時急落しました。しかしその後は、トランプ次期米大統領が提唱してき

た政策を織り込む形で米長期金利の上昇と円安米ドル高が進行したことから、景気敏感株や外需関連株を中心に、

上値を試す展開となりました。 

 

  
当ファンドの運用はマザーファンドを通じて行っております。 

マザーファンドの運用につきましては、円安進行の恩恵が見込まれるほか事業構造改革による利益率改善が期待

できる日立製作所などを新規に組み入れ、輸出および海外売上等の海外寄与度の高さに着目した分野の配分比率を

引き上げました。一方、業績の伸び率鈍化が懸念されたトリドールホールディングスなどを売却し、訪日外国人の増

加や外国人の購買力向上等のインバウンド※効果に着目した分野の配分比率を引き下げたほか、収益拡大への期待が

株価に織り込まれたと判断した大成建設などを一部売却し、海外進出企業の国内回帰に伴う需要の創出に着目した

分野の配分比率を引き下げました。 

 

※インバウンドとは、一般に外から中へ流入することで、外国人旅行者が日本を訪れること等をいいます。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としている

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率を11.5％下回りまし

た。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要因」

をご参照ください。 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

  
年４回、１月、４月、７月および10月の各月の９日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越分を

含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益として、分配可能額、基準

価額水準等を勘案して分配金額を決定します。 

分配につきましては、第７期、第８期とも見送りとさせていただきました。なお、収益分配に充てなかった留保益

につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第７期 第８期 

2016年７月12日～
2016年10月11日

2016年10月12日～
2017年１月10日

当期分配金 － － 

(対基準価額比率) －％ －％

 当期の収益 － － 

 当期の収益以外 － － 

翌期繰越分配対象額 437 438 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
国内株式市場は、上昇基調で推移すると考えております。米新政権による大規模な減税やインフラ投資拡大など

による米国の経済成長への期待や、円安米ドル高の進行による日本企業の収益改善への期待などが、株価を押し上

げる材料になると見られます。ただ、米国のインフレ圧力の増大や、米長期金利の上昇に伴う新興国からの資金流出

への懸念などが株価の上値を抑える要因になると思われます。 

当ファンドの運用は、マザーファンドを通じて行ってまいります。マザーファンドの運用につきましては、輸出

および海外売上等の海外寄与度の高さ、海外進出企業の国内回帰に伴う需要の創出、訪日外国人の増加や外国人の

購買力向上等のインバウンド効果等に着目し、これらを注目分野として投資候補銘柄の選定にあたります。ポート

フォリオの構築にあたっては、定量分析、定性分析、バリュエーション、業種別比率等を勘案して行ってまいります。 

当面は、注目分野別の配分比率を概ね維持し、各注目分野の個別銘柄においては、今後の業績拡大余地やバリュエー

ション等を勘案して銘柄入替えを行う方針です。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

○１万口当たりの費用明細 (2016年７月12日～2017年１月10日) 

項 目 
第７期～第８期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 77  0.834 (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 38)  (0.406) 委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 38)  (0.406) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 32   0.350  (b)売買委託手数料＝作成期間中の売買委託手数料÷作成期間中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 32)  (0.350)  

（c） そ の 他 費 用 1   0.006  (c)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 110   1.190   

作成期間中の平均基準価額は、9,243円です。  

 
（注） 作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応する

ものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

○売買及び取引の状況 (2016年７月12日～2017年１月10日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

銘 柄 
第７期～第８期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円
ネクスト・ニッポン・マザーファンド － － 535,863 545,000

 
（注） 口数・金額の単位未満は切捨てです。 

 

○株式売買比率 (2016年７月12日～2017年１月10日) 

 

項 目 
第７期～第８期 

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 4,659,943千円
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 2,018,043千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.30  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年７月12日～2017年１月10日) 

 

＜ネクスト・ニッポン・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ネクスト・ニッポン・マザーファンド＞ 

区       分 

第７期～第８期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 2,095 415 19.8 2,564 1,380 53.8

平均保有割合 100.0%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 



品 名：90009_552388_008_03_ネクスト・ニッポン・オープン_661048.docx 

日 時：2017/2/16 10:19:00 

ページ：7 

 

― 7 ― 

ネクスト・ニッポン・オープン 

 

項 目 第７期～第８期 
売買委託手数料総額（A） 7,491千円
うち利害関係人への支払額（B） 2,912千円

（B）／（A） 38.9％  
 

（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 

 

○組入資産の明細 (2017年１月10日現在) 

 

銘 柄 
第６期末 第８期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 2,319,517 1,783,654 1,962,197
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てです。 

 

  

親投資信託残高 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

○投資信託財産の構成 (2017年１月10日現在) 

項 目 
第８期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 1,962,197 94.5

コール・ローン等、その他 113,296 5.5

投資信託財産総額 2,075,493 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第７期末 第８期末 

2016年10月11日現在 2017年１月10日現在 

  円 円

(A) 資産 2,150,722,045  2,075,493,759  

 コール・ローン等 64,234,713  83,295,789  

 ネクスト・ニッポン・マザーファンド(評価額) 2,086,487,332  1,962,197,970  

 未収入金 －  30,000,000  

(B) 負債 14,947,521  35,649,339  

 未払解約金 5,684,694  26,968,846  

 未払信託報酬 9,202,375  8,623,825  

 未払利息 50  106  

 その他未払費用 60,402  56,562  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,135,774,524  2,039,844,420  

 元本 2,371,176,817  2,036,021,397  

 次期繰越損益金 △  235,402,293  3,823,023  

(D) 受益権総口数 2,371,176,817口 2,036,021,397口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,007円 10,019円
 

（注）計算期間末における１口当たり純資産額は、第７期0.9007円、第８期1.0019円です。 

（注） 純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は第７期235,402,293円です。 

（注） 当ファンドの第７期首元本額は2,570,487,943円、第７～８期中追加設定元本額は9,419,574円、第７～８期中一部解約元本額は

543,886,120円です。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

○損益の状況 

項 目 
第７期 第８期 

2016年７月12日～ 
2016年10月11日 

2016年10月12日～ 
2017年１月10日 

  円 円

(A) 配当等収益 △      4,897  △      5,007  

 受取利息 51  41  

 支払利息 △      4,948  △      5,048  

(B) 有価証券売買損益 11,368,861  214,531,255  

 売買益 15,559,269  230,821,341  

 売買損 △  4,190,408  △ 16,290,086  

(C) 信託報酬等 △  9,263,461  △  8,681,233  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,100,503  205,845,015  

(E) 前期繰越損益金 △238,636,779  △202,965,800  

(F) 追加信託差損益金 1,133,983  943,808  

 (配当等相当額) (   29,699,517) (   25,575,208) 

 (売買損益相当額) (△ 28,565,534) (△ 24,631,400) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △235,402,293  3,823,023  

(H) 収益分配金 0  0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △235,402,293  3,823,023  

 追加信託差損益金 1,133,983  943,808  

 (配当等相当額) (   29,735,121) (   25,575,863) 

 (売買損益相当額) (△ 28,601,138) (△ 24,632,055) 

 分配準備積立金 74,063,150  63,673,695  

 繰越損益金 △310,599,426  △ 60,794,480  
 

（注） 損益の状況の中で、(B)有価証券売買損益は期末の評価替えによるものを含みます。(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当

額、監査費用を含めて表示しています。(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引

いた差額分をいいます。 

（注）収益分配金 

決算期 第７期 第８期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 4,541,564円 121,983円

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 0円

(c) 信託約款に規定する収益調整金 29,735,121円 25,575,863円

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 69,521,586円 63,551,712円

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 103,798,271円 89,249,558円

 分配対象収益(１万口当たり) 437円 438円

 分配金額 0円 0円

 分配金額(１万口当たり) 0円 0円

 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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ネクスト・ニッポン・オープン 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

マザーファンドの運用報告書につきましては、ベビーファンドの運用報告書と作成対象期間が異なる場合には、データ・コメント等に不一致が生じることがありますのでご了承ください。 

 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

（参考指数）
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
2015年１月30日 10,000 － 1,413.58 － － － 4,200

１期(2016年１月12日) 9,829 △ 1.7 1,401.95 △ 0.8 96.0 － 2,998
２期(2017年１月10日) 11,001 11.9 1,542.31 10.0 98.4 － 1,962 

（注） 基準価額は１万口当たりです。 

（注） 設定日の基準価額は１万口当たりの当初設定元本額です。設定日の純資産総額は当初設定元本総額です。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は

設定日前営業日の終値です。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

 

  

ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

第２期 運用状況のご報告 
決算日：2017年１月10日 

 
「ネクスト・ニッポン・マザーファンド」は、2017年１月10日に第２期の決算を行いましたので、期中の運用状況をご報告申し上

げます。 

 
当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 
わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）株式を主要投資対象とし、投資信託財産の成長を

目指して運用を行います。 

主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）株式を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 株式の投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 

 

― 11 ―
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2016年１月12日 9,829 － 1,401.95 － 96.0 －

１月末 10,275 4.5 1,432.07 2.1 95.0 －
２月末 9,510 △ 3.2 1,297.85 △ 7.4 95.0 －
３月末 10,151 3.3 1,347.20 △ 3.9 93.1 －
４月末 10,006 1.8 1,340.55 △ 4.4 94.4 －
５月末 10,450 6.3 1,379.80 △ 1.6 96.4 －
６月末 9,749 △ 0.8 1,245.82 △11.1 96.5 －
７月末 10,005 1.8 1,322.74 △ 5.6 95.2 －
８月末 9,526 △ 3.1 1,329.54 △ 5.2 97.0 －
９月末 9,672 △ 1.6 1,322.78 △ 5.6 95.1 －
10月末 10,022 2.0 1,393.02 △ 0.6 96.1 －
11月末 10,518 7.0 1,469.43 4.8 97.5 －
12月末 10,831 10.2 1,518.61 8.3 97.8 －
(期  末)   

2017年１月10日 11,001 11.9 1,542.31 10.0 98.4 －
 

（注） 騰落率は期首比です。 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

  

  

  
（注） 参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

（注） 参考指数は、期首（2016年１月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、電気機器、機械、食料品などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、寿スピリッツ、住友重機械工業、東京エレクトロンなどが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、サービス業、その他製品、陸運業などが基準価額にマイナスに寄与しました。 

・個別銘柄では、トリドールホールディングス、クミアイ化学工業、共立メンテナンスなどが基準価額にマイナスに

寄与しました。 

 

  
国内株式市場は、中国株式市場の下落や円高米ドル安の進行を受け、期首から2016年２月中旬にかけて下落しま

した。その後６月にかけては、米国株式市場の上昇などの好材料と円高米ドル安などの悪材料が拮抗し、一進一退の

動きとなりましたが、７月以降は、参議院選挙で与党陣営が勝利し、アベノミクス推進への期待が高まったことなど

から、反発しました。11月以降は、米大統領選挙でトランプ候補の優勢が明らかになると、一時急落しましたが、そ

の後は米長期金利の上昇を受けて円安米ドル高が進行し、国内株式市場は上値を試す展開となりました。 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

  
当ファンドの運用につきましては、円安進行の恩恵が見込まれるほか事業構造改革による利益率改善が期待でき

る日立製作所などを新規に組み入れ、輸出および海外売上等の海外寄与度の高さに着目した分野への配分比率を引

き上げました。一方、業績悪化の懸念が強まった南海電気鉄道などを売却し、訪日外国人の増加や外国人の購買力向

上等のインバウンド※効果に着目した分野への配分比率を引き下げたほか、収益拡大への期待が株価に織り込まれた

と判断した大成建設などを一部売却し、海外進出企業の国内回帰に伴う需要の創出に着目した分野への配分比率を

引き下げました。 

 

※インバウンドとは、一般に外から中へ流入することで、外国人旅行者が日本を訪れること等をいいます。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりませんが、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としてい

る東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率を1.9％上回りました。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要

因」をご参照ください。 

 

  
国内株式市場は、上昇基調で推移すると考えております。米新政権による大規模な減税やインフラ投資拡大など

による米国の経済成長への期待や、円安米ドル高の進行による日本企業の収益改善への期待などが、株価を押し上

げる材料になると見られます。ただ、米長期金利の上昇に伴う新興国からの資金流出への懸念などが株価の上値を

抑える要因になると思われます。 

当ファンドの運用につきましては、輸出および海外売上等の海外寄与度の高さ、海外進出企業の国内回帰に伴う

需要の創出、訪日外国人の増加や外国人の購買力向上等のインバウンド効果等に着目し、これらを注目分野として

投資候補銘柄の選定にあたります。ポートフォリオの構築にあたっては、定量分析、定性分析、バリュエーション、

業種別比率等を勘案して行います。 

当面は、注目分野別の配分比率を概ね維持し、各注目分野の個別銘柄においては、今後の業績拡大余地やバリュ

エーション等を勘案して銘柄入替えを行う方針です。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2016年１月13日～2017年１月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 63  0.622 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

 （ 株  式 ） (63)  (0.622)  

（b） そ の 他 費 用 0   0.000  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000) その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 63   0.622   

期中の平均基準価額は、10,059円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年１月13日～2017年１月10日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 2,609 4,008,471 3,333 5,147,026 
 (△   22) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

  

株式 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○株式売買比率 (2016年１月13日～2017年１月10日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 9,155,497千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,262,394千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 4.04  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年１月13日～2017年１月10日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 4,008 1,404 35.0 5,147 1,838 35.7

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 14,746千円
うち利害関係人への支払額（B） 5,255千円

（B）／（A） 35.6％  
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 
 
  

利害関係人との取引状況 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○組入資産の明細 (2017年１月10日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

水産・農林業（1.7％）  

サカタのタネ － 10 33,300

鉱業（1.2％）  

国際石油開発帝石 － 20 22,720

建設業（2.8％）  

大成建設 97 12 10,068

清水建設 － 10 10,830

大和ハウス工業 30 10 32,970

食料品（3.0％）  

森永製菓 － 3 14,715

寿スピリッツ 12 3 8,298

明治ホールディングス － 3 27,510

日本たばこ産業 22 2 7,774

繊維製品（0.1％）  

東レ 90 1 970

化学（9.3％）  

東ソー 79 － －

東京応化工業 10 － －

日本ゼオン － 43 49,708

花王 13 0.1 548

サカタインクス － 32 47,136

富士フイルムホールディングス 19 3 13,359

資生堂 － 6 18,492

ライオン 20 － －

コーセー 3 2.8 28,000

ポーラ・オルビスホールディングス 8 2.1 22,092

クミアイ化学工業 28 － －

医薬品（0.4％）  

塩野義製薬 － 1 5,716

日本新薬 － 0.5 2,965

ロート製薬 10.5 － －

小野薬品工業 4.5 － －

参天製薬 15 － －
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ガラス・土石製品（1.9％）   

ＴＯＴＯ 6.5 8 37,600

鉄鋼（1.2％）   

新日鐵住金 － 9 23,598

金属製品（0.8％）   

ＳＵＭＣＯ － 10 14,680

機械（9.9％）   

オーエスジー － 1 2,383

ＳＭＣ － 2.3 66,803

住友重機械工業 － 60 45,300

日立建機 － 15 37,905

クボタ 34 － －

ダイキン工業 － 2.7 30,240

ホシザキ 9 1 9,510

電気機器（16.0％）   

日立製作所 － 113 73,755

三菱電機 － 18 29,331

安川電機 － 29 53,737

テラプローブ － 12 13,500

テクノホライゾン・ホールディングス － 40 9,320

日新電機 28 15 19,365

日本電気 135 － －

パナソニック － 50 59,875

日立国際電気 34 － －

キーエンス 1.1 0.1 8,284

カシオ計算機 13 － －

太陽誘電 10 － －

ＳＣＲＥＥＮホールディングス － 2.6 18,668

東京エレクトロン － 2 22,250

輸送用機器（13.3％）   

デンソー － 12.5 62,987

日産自動車 120 70 81,935

いすゞ自動車 － 8 12,060

武蔵精密工業 18 － －
 

国内株式 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

マツダ 22.5 － －

スズキ － 13 55,250

富士重工業 24.4 9 43,722

エフ・シー・シー 9 － －

精密機器（5.7％）  

テルモ 12.5 3 13,110

島津製作所 26 20 37,740

ナカニシ － 3 13,305

朝日インテック 9.8 3 14,400

ニプロ － 23 30,636

その他製品（1.8％）  

任天堂 － 1.4 34,118

陸運業（1.2％）  

相鉄ホールディングス 124 3 1,785

東京急行電鉄 20 － －

京浜急行電鉄 50 1 1,387

西日本旅客鉄道 10 － －

東海旅客鉄道 － 1 19,390

西日本鉄道 70 － －

近鉄グループホールディングス 50 － －

南海電気鉄道 148 － －

京阪ホールディングス 50 － －

名古屋鉄道 80 － －

空運業（－％）  

日本航空 15 － －

情報・通信業（8.2％）  

新日鉄住金ソリューションズ 10 － －

モルフォ － 7 44,030

ネクソン 22 － －

オービック 8 0.1 523

日本オラクル 12 0.1 608

大塚商会 6 － －

東映アニメーション － 2 12,640

スクウェア・エニックス・ホールディングス 9 11 33,880

ソフトバンクグループ － 8 67,384
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

卸売業（6.1％）   

双日 － 155 44,795

ドウシシャ 10 － －

三井物産 － 18 29,268

ミスミグループ本社 － 22 42,856

小売業（5.6％）   

エービーシー・マート － 0.2 1,382

コメ兵 － 15 21,465

ツルハホールディングス － 0.1 1,138

ドンキホーテホールディングス － 10 43,450

ラオックス 100 － －

高島屋 － 22 21,934

エイチ・ツー・オー リテイリング 16.3 － －

ファーストリテイリング － 0.5 19,345

銀行業（2.6％）   

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 76.5 70 50,869

証券、商品先物取引業（3.4％）   

野村ホールディングス － 95 65,407

保険業（1.7％）   

東京海上ホールディングス － 7 33,642

その他金融業（－％）   

日立キャピタル 16 － －

不動産業（1.2％）   

いちご － 50 23,200

サービス業（0.9％）   

テンプホールディングス 16 － －

カカクコム 33.5 － －

オリエンタルランド － 1 6,692

共立メンテナンス 1.3 1.6 11,520

藤田観光 40 － －

合 計
株 数 ・ 金 額 1,967 1,221 1,931,130

銘柄数＜比率＞ 58 73 ＜98.4％＞
 

（注） 業種・銘柄欄の( )内は、当期末の国内株式の評価総額に対す

る各業種の比率です。 

（注） 合計欄の＜ ＞内は、当期末の純資産総額に対する評価額の比

率です。 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

（注） －印は組み入れがありません。 
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ネクスト・ニッポン・マザーファンド 

○投資信託財産の構成 (2017年１月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

株式 1,931,130 91.0

コール・ローン等、その他 190,309 9.0

投資信託財産総額 2,121,439 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年１月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 2,121,439,657  

 コール・ローン等 2,723,778  

 株式(評価額) 1,931,130,500  

 未収入金 186,457,779  

 未収配当金 1,127,600  

(B) 負債 159,300,173  

 未払金 129,299,620  

 未払解約金 30,000,000  

 未払利息 3  

 その他未払費用 550  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,962,139,484  

 元本 1,783,654,186  

 次期繰越損益金 178,485,298  

(D) 受益権総口数 1,783,654,186口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,001円
 

（注） 計算期間末における１口当たり純資産額は1.1001円です。 

（注） 当ファンドの期首元本額は3,050,649,199円、期中追加設定元本

額は78,942,175円、期中一部解約元本額は1,345,937,188円です。

（注） 当ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、以下

の通りです。 

・ネクスト・ニッポン・オープン 1,783,654,186円

 

○損益の状況 (2016年１月13日～2017年１月10日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 37,814,327  

 受取配当金 37,820,980  

 受取利息 3,194  

 その他収益金 16,537  

 支払利息 △     26,384  

(B) 有価証券売買損益 190,698,720  

 売買益 533,034,195  

 売買損 △342,335,475  

(C) その他費用等 △      6,430  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 228,506,617  

(E) 前期繰越損益金 △ 52,016,332  

(F) 追加信託差損益金 1,057,825  

(G) 解約差損益金 937,188  

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 178,485,298  

 次期繰越損益金(Ｈ) 178,485,298  
 

（注） 損益の状況の中で、(B)有価証券売買損益は期末の評価替えに

よるものを含みます。(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元

本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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